
『国際セミナー：太平洋島嶼国におけるエネルギー安全保障』 

～再生可能エネルギー利用の島嶼地域向けの最適化への日本の貢献～ 

薗浦外務大臣政務官による冒頭挨拶 

（平成 27 年 6 月 18 日（木）10:00-15:30，於：JICA 市ヶ谷ビル） 

 

ご列席の皆様。外務大臣政務官の薗浦健太郎です。本日は，『国際セミナー：太平洋島嶼

国におけるエネルギー安全保障』にようこそお越し下さいました。主催者である外務省を代

表し，皆様のご参加を心より歓迎致します。 

 

本日のテーマでもあります，再生可能エネルギーの普及・促進はエネルギー安全保障のみ

ならず，気候変動対策，低炭素社会の実現，エネルギー・アクセスの向上等の観点からもま

すます重要となってきています。 

日本でも，東日本大震災以降，徹底した省エネルギーと再生可能エネルギーの最大限の導

入に取り組んでいます。先般，政府は 2030 年に向けたエネルギーミックスの姿を提示し，

その中で 2030 年の電源構成のうち，再生可能エネルギーが占める割合は 22～24％と示さ

れたところであります。 

このような背景から，日本は，再生可能エネルギーの普及に向けた国内外の取組を強化し

ております。本年，日本は国際再生可能エネルギー機関（ＩＲＥＮＡ）の総会議長を務めて

います。今後とも，ＩＲＥＮＡとの協力関係を強化しつつ，本分野の国際協力，特に太平洋

島嶼国やアフリカといったエネルギー安全保障上ぜい弱な地域への協力において，リーダー

シップを発揮したいと考えております。 

また，本年５月には，第７回太平洋・島サミットを福島県いわき市で開催し，防災，気候

変動，環境などの分野で協力を進めていくことを確認しました。こうした経緯も踏まえまし

て，今般，太平洋島嶼国におけるエネルギー安全保障に焦点をおいた国際セミナーを開催さ

せていただく運びとなりました。 

本日は，遠くフィジーやサモアから，専門家の方々に出席，また，ＪＩＣＡの研修に参加

されている太平洋島嶼国，中米・カリブ地域，アフリカの方々にもお越しいただいていると

承知しており，感謝の意を申し上げます。 

 

皆様ご記憶に新しいかと思いますが，日本は本年３月に仙台で国連防災世界会議をホスト

しました。その最中に，サイクロン・パムが太平洋のバヌアツ共和国を襲いました。私（政

務官）は，ただちにバヌアツを訪問し，キルマン外相（当時，現首相）やスムトー・ポート

ビラ市長と面会し，サイクロン・パムによる甚大な被害にお見舞いを申し上げ，日本の支援

を説明しました。そして，実際に被災地を訪問し，被災状況の視察も行ってまいりました。 



 

日本と太平洋島嶼国はともに，多くの自然災害にも見舞われてきた点で共通しています。

同時に，日本は災害を乗り越えるべく努力をして参りました。 

こうした日本の経験や知見が太平洋島嶼国においても活かされ，気候変動や自然災害に負

けない強靱な力が育まれることを期待しています。本日のセミナーでも後ほど紹介させてい

ただきますが，エネルギー分野においても日本の技術によって貢献ができると考えておりま

す。 

 

本日は，再生可能エネルギー分野の国際協力に関与している政府関係機関や専門家の方に

講演者として参加していただいているほか，エネルギー関連の企業の方々にもたくさん出席

していただいていると承知しております。 

本セミナーの開催を契機に，太平洋島嶼国に対する協力や貢献のあり方が模索されるとと

もに，日本の企業関係者の方々にも太平洋島嶼国への理解を深めていただき，新たなビジネ

スチャンスの発見・検討の一助となることを祈念して，私からの挨拶とさせていただきます。 

（了） 

 


